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学生 ボラ ンテ ィア体験
[は じめに]
　栄養 ク リニ ック開設 の 目的の ひ とつ と して、 「実践力 の ある管理栄養士養成 のため に、在学
生が様 々なイベ ン トに参加 し、管理栄養士 と しての資質 の向上 を図 る」 ことがあ る。平成14年
度 に改正 された新管理栄養士養成課程 は、各養 成施設が各専 門分野 の教育 目標 に沿 って、 どん
な管理栄養士 を養成 したいかを特徴づ ける ものへ と変化 し、管理栄養士 に必要 な専 門知識 や技
術 も、 これ まで の 「もの」 か ら 「ひと」へ と変 化 した。
　大学 の正規のカ リキ ュラムの中で は、管理栄養士 に必要 な知識 やスキルが新 ガイ ドランに沿 っ
て学習 できるが、社会性や生活感の弱 い学生 が、 卒業後 に即、社会のニーズに応 じた実践力 を
備 え、職場 の要望 に応 え られるよ うにな るには、体験学習 のなかで培 われた さま ざまな状況 に
対応 できる応用能力が必要 である。 しか し、管理 栄養士 の多 くの養成施設 は、実 際 に研修す る
場 を もたな いのが現状 である。 また、生活状 況が多様化 した現代社会では、特定 の個人 や多 く
の人 々が置かれて いる状況 を共有化で きる管理 栄養士が求 め られて お り、 自分 の考 えに よる一
方的 な指導 ではな く、相手 の置かれ ている状 況や人生観 な どを共有 し、真の課題 を見 つ け、解
決す る能力 を身 につ けていかなけれ ばな らな い。 ヒューマニ ズムや倫理観、 そ して どんな方 と
も初対面か ら気持 ちよ く応対がで きるコ ミュニケー シ ョンカが求 め られ る。一般 の方 が健康 や
栄養 に対 して どのよ うな考 えを もっているか、食材 に対す る季節感、経済性 や個人 の嗜好性 な
どが理解で きて ない と支援 はで きない。栄養 ク リニ ックで開催 され るさまざまな事業 に学生 ボ
ラ ンテ ィア として参加す ることで、対象者側に立 った視線 での食事指導 や栄養指導ができ るキ ャ
リアを身 に付 けて欲 しい と願 う。
　 当栄養 ク リニ ックでは、食物栄養学科3・4回 生が学生 ボラ ンテ ィア として各種行事 に参加
している。本年度 の学生 ボラ ンテ ィア登録者数 は55名 であ り、栄養 ク リニ ック事業参加者 は、
学 内事業 で は、料理教 室40名 、 附小 ラ ンチ300名 、 大学祭17名 、幼 児のおやつ とレシピ提供 に
よ る子育 て支援9名 、高齢者 の食事 レシピ集作成1名 であ った。学外事業で は、東 山区地域連
携事業 ・高齢者 の骨密度測定 と栄養相談9名 、 中信 ビジネス フェア5名 であ った。
　以下 に、学生 ボラ ンテ ィアの体験記 の一部 を紹介す る。
[学生 ボラ ンテ ィアの活動概要]
料理教 室
　参加 した学生 は皆、 各 自の役割を よ く理解 してお り、 実習の準備 か ら片付 けまで積極 的に引
き受 けて くれた。魚 のお ろ し方 を取 り上 げた教 室で は、 前 日に家で練習 を してきた学生 が、積
極 的 に参加者 のサポー トを行 う姿 も見 られた。大変 な作 業が多 いにもかかわ らず、楽 しんで参
加 して くれ たことを何 よ りも嬉 しく感 じてい る。
　学生 は、参加者への接遇や会話、調理補助 な どを通 して コ ミュニケー シ ョン能力の向上 を図 っ
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て いる。当事業 は一・般の方を対象 と してお り、 参加者 は老若 男女様 々であ る。食経験 や調理技
術 も様 々で あるた め、一人 ひと りに合 った対応 で、 全員が気持 ちよ く実習 に参加 できるよ うな
配慮が求 め られ る。
　初 めて参加 した学生 か らは、「緊張 して うま く会
話がで きなか ったので、経験を増や し、慣 れ るよう
に した い」、 「コ ミュニ ケー ション能力 を身 に付 ける
必要を感 じた」、 「初 めての参加でお客様 との会話や
作業 に戸惑 った。回数を重ね、慣れたい」な ど、様 々
な年齢層や生活環境 の方 との コ ミュニ ケー シ ョンの
難 しさを実感す るコメ ン トが 目立 った。 しか し 「指
導員の料理 の説明 の仕方、話 し方、接客の仕方な ど
とて も勉強 にな った」 と毎回 コ ミュニ ケー シ ョンの
取 り方 を学ん でお り、 回数 を重ね るにつれ、 参加者 との会話 も弾み、 全体 に気配 りをす るな ど、
確実 な成長 が感 じられ る。 学生 の コメ ン トか らも、 「ア ッ トホームな雰 囲気 で、 楽 しくお手伝
いがで き、貴重 な体験がで きた」、 「お客様 とお話をす ることがで きて良か った」、「子 どもと触
れ合 う機会が ほとん どないので、 とて もいい経験 がで きた」な ど、参加者 との コ ミュニケー シ ョ
ンを楽 しんでい る様子 が見受 け られ、「前回 よ り参加者 との会話 やお手伝 いがで きた ことが、
とて も良 か った」「これ までの経験 か らなん とか足 を引 っ張 らず にできた」 と自 らの成長 を感
じ、それが 自信 にな っているよ うで ある。
　 また、 「そばの栄養 につ いての知識 が深 ま り、 とて も勉強 にな った」、「なすや ジ ャガイモの
新 しい調理法 を学ぶ ことがで きた」、 「電子 レンジ調理 は手軽で おい しく、驚 いた」、「簡単 です
ご くお い しく、家で も作 ろ うと思 った」、 「自分で レシピをア レンジで きるようにな りたい」 な
ど、各教室で取 り上 げた食材や調理法 につ いての コメ ン トも多 く寄せ られてい る。 このよ うに、
当事業へ の参加 は、学生 に とってコ ミュニ ケー ション能力 の向上 に加えて、 食に関す る知識 の
習得や調理技術 向上 の上 で も学 びの場 とな って いる ことが分か る。
調理を楽 しむ様子 参加者 のサポー トをす る様子
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栄養 アセスメ ン ト
　今年度 は、 中信 ビジネス フェア2011や 大学祭 におけ る栄養 アセスメ ン トの他、東 山区高齢者
を対象 とした 「健康相談 イベ ン ト」 において、述べ31名 の学生 が事業 に参加 して くれた。 当事
業 は、骨密度、体組成、握力等 の測定、及 び簡易貧血検査 によ り、市民の健康状態をアセス メ
ン トし、管理栄養士 によ る食生活 のア ドバ イスを行 うものであ る。栄養 クリニ ック職員 の指導
の下、 各種測定 や受付、誘導等 の業務 を学生 が主体 とな って行 っている。
　 これ らのイベ ン トは業務 時間が長 く、体力 を要す るものであ るが、参加 した学生 は疲 れた様
子 も見 せず、皆精一杯取 り組 んでい る。各 自、担 当の業務 に責任 を もって取 り組み、状 況に応
じた臨機応変 な対応 もよ くで きてい る。 どの学生 も、最後 まで笑顔 で丁寧 な応対がで きてお り、
来場者 も大変喜 んでお られた。
　 学生か らは、 「貴重 な体験 がで きて良 か った」、 「大学 の講 義だ けで は学べ ない、実践 的な活
動 がで きて良か った」、「また参加 したい」 な どの コメ ン トが寄 せ られてお り、実践 の場で貴 重
な体験 学習 がで きた ことを喜 ぶ姿 に、学 ぶ意欲 を感 じた。 また、栄養相談 にあたる指導教員、
指導員 の姿 を見 て、 「私 もあん な風 に栄養相談 がで き るようにな りた い」 とい う声 が多 く聞か
れ、将 来管理 栄養士 と して活躍 す る姿 を具体 的にイ メー ジす る機会 に もな っているよ うであ る。
中信 ビ ジネ ス フ ェア2011 大学祭
[コメン ト]
　学生 ボ ラ ンテ ィアの感想文 に、「生 きた学 問 とは こ うい うことなんだ と改めて感 じた」 との
記述があ った。 同様の感想 は、他 に も多 く寄せ られている。前述 したように、学生 はボランテ ィ
ア活動 を通 して多 くの ことを学 んでお り、 当施設 でのボ ランテ ィア活動が、 まさに 「生 きた学
問」 として管理栄養士 を 目指す学生 の実践力 に磨 きをか けてい ることが実感で き、大変嬉 しく
思 ってい る。
　 また、「学生 対象 の料理教 室を開 いて欲 しい」 とい う声 も多 く聞かれて いる。今 後学生 を対
象 と した事業 の開催 を検討 し、 当施設 が学生教育 の面 で も更 に活用 され るよ う努 めたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (姜　貴順)
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